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Ⅰ．問題と目的

　2007年度の特別支援教育開始以降，小・中学校におけ
る特別支援教育が推進されている。2012年には，「共生
社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築の
ための特別支援教育の推進（報告）」が発表され，子ど

も一人一人の教育的ニーズに応じた支援体制の確立が重
要だとされた。「インクルーシブ教育システム」は，障害
のある者とない者が共に学ぶ仕組みであるとともに，子
どもの教育的ニーズに最も的確に応える指導を提供でき
る多様で柔軟な仕組みを整備することが重要であるとさ
れている。特に小・中学校における通常の学級，通級に
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よる指導，特別支援学級，特別支援学校といった連続性
のある「多様な学びの場」が必要であることが指摘され
ている（文部科学省，2012）。これらのインクルーシブ教
育システムの理念は，2021年に発表された「『令和の日
本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可
能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実
現～（答申）」においても引き継がれており（文部科学
省，2021），現在の教育システムの重要な視点である。
　「多様な学びの場」である特別支援学級の1つに自閉
症・情緒障害特別支援学級がある。この学級は，自閉症
やそれに類するものや心理的な要因による選択性かん黙
等がある児童生徒を対象とする。教育課程は基本的に小
学校・中学校に準じ，学年相応の目標や内容を取扱い，
教科書等も同一のものを使用する。さらに，障害による
学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために自立
活動を取り入れることが規定されている。
　ところで，現行の小学校学習指導要領の改訂に先んじ
て，「特別の教科　道徳」（以下，道徳科）が新設された。
道徳科は，「よりよく生きるための基盤となる道徳性を養
うこと」を目標とし，学校の教育活動全体を通して行う
道徳教育の要とされている。道徳科の改訂の要点として
は，内容の体系化，教科用図書（以下，教科書）の導入，
指導方法の改善，評価の導入などが挙げられる（文部科
学省，2018）。
　先行研究をみると，道徳科においても特別支援教育
の視点からの検討が行われている。発達障害のある児
童にとって，道徳科は障害特性や特別な指導内容と関わ
るものであるために重要な教科であり，指導内容や指導
方法の工夫が必要で（青木・田中・奥住・大井，2020；
青木・奥住・大井，2021），発達障害のある児童への道
徳科の指導の実践や実態調査も行われている（吉田・
友永・高橋・石川・鈴木，2020；青木・田中・奥住，
2021）。これらの先行研究の多くは，通常の学級に在籍
する発達障害のある児童に対する指導上の工夫を報告し
たものが多く，自閉症・情緒障害特別支援学級における
道徳科の研究論文は，竹井（2021）や宮越（2021）の実
践報告などが数本ある程度に過ぎない。
　そこで，本研究では，小学校の自閉症・情緒障害特別
支援学級の担任教員に半構造化面接を行い，自閉症・情
緒障害特別支援学級における道徳科での指導上の工夫の
実態と展望を検討することを目的とする。

Ⅱ．方　法

１．調査参加者と手続き
　調査には，ある市の1つの公立小学校にある自閉症・

情緒障害特別支援学級の担任教員3名が参加した。調査
参加者の所属する学校長に研究の趣旨を伝えて協力を依
頼し，調査参加者本人の承諾を得たうえで半構造化面接
を行った。調査期間は，20XX年10月に行った。

２．調査内容
　調査内容は，（1）道徳科の内容項目について，（2）道
徳科での指導上の工夫，（3）道徳科指導上の成果，（4）
道徳科指導上の課題，（5）道徳科と自立活動の関連につ
いての5点である。

Ⅲ．結　果

１．道徳科の内容項目ごとの学習の様子
　道徳科の内容項目については，「Ａ主として自分自身
に関すること」，「Ｂ主として人との関わりに関すること」，
「Ｃ主として集団や社会との関わりに関すること」，「Ｄ主
として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること」
の4つの視点から整理されている。Ａが「善悪の判断，
自律，自由と責任」，「正直，誠実」など 6項目，Ｂが「親
切・思いやり」，「感謝」など5項目，Ｃが「規則の尊重」，
「公正，公平，社会主義」など7項目，Ｄが「生命の尊
さ」，「自然愛護」など 4項目の全22項目から構成されて
いる。
　表1は，学級担任が挙げた，児童が取り組みやすい道
徳科の内容項目である。「Ａ主として自分自身に関するこ
と」の「親切，思いやり」，「Ｂ主として人との関わりに
関すること」の「善悪の判断，自律，自由と責任」，「Ｄ
主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関するこ
と」の「自然愛護」が挙げられた。なお，「Ｃ主として集
団や社会との関わりに関すること」に関する内容項目は
挙げられなかった。
　表 2は，学級担任が挙げた，児童が取り組むために特
別な配慮が必要である道徳科の内容項目である。「Ａ主
として自分自身に関すること」の「自己の伸長」，「Ｂ主
として人との関わりに関すること」の「感謝」，「礼儀」，
「友情，信頼」，「Ｃ主として集団や社会との関わりに関す
ること」の「よりよい学校生活，集団生活の充実」が挙
げられた。なお，「Ｄ主として生命や自然，崇高なものと
の関わりに関すること」に関する内容項目は挙げられな
かった。また，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの4つの視点での児童の
取り組みについては，自分自身について考える「Ａ主と
して自分自身に関すること」や，人や集団との関わりに
関する「Ｂ主として人との関わりに関すること」や「Ｃ
主として集団や社会との関わりに関すること」が障害特
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性と関わる部分であるため難しさがあるという回答が得
られた。
　

表１　取り組みやすい内容項目

表２　取り組むのに特別な配慮が必要な内容項目

２．道徳科における指導上の工夫
　表3は，道徳科の時間に行っている指導上の工夫であ
る。回答の内容から「指導内容」と「指導方法」に分類さ
れた。「指導内容」は「指導内容の工夫」としてさらに「内
容項目の設定」，「重点的指導」，「授業目標」に分類された。
「指導方法」は，「道徳科的な指導方法の工夫」と「特別
支援教育的な指導方法の工夫」に分類された。「道徳科的
な指導方法の工夫」は，「映像資料」，「発問・板書」，「導
入」の工夫が挙げられた。「特別支援教育的な指導方法の
工夫」は，「学習活動」，「多様な反応手段」，「ICT機器の
利用」，「問い返し」，「指導形態」の工夫が挙げられた。

３．道徳科における指導上の成果
　表 4は，道徳科における指導上の成果である。その内
容から「特別な配慮による成果」と「道徳性に係る個人
の成長」に分類された。「特別な配慮による成果」はさら
に「道徳的価値の理解の促進」と「授業参観の促進」に
分類された。また，「道徳性に係る個人の成長」は「日
常生活でのフィードバック」，「考えの拡張」，「道徳的価
値の深化・変容」に分類された。

４．道徳科における指導上の課題
　表 5は，道徳科における指導上の課題である。課題の
対象から「児童」と「教員」に分類され，「児童」の課
題は「授業内容」，「教材」，「学習活動」，「態度」に分類
でき，「教員」の課題は「教材」と「学習活動」に分類
された。

内容項目 回答内容
Ａ親切，思いやり 実生活と結びつきやすい。（2）
Ｂ善悪の判断，
自律，自由と責任

身近な話題なので児童が考えやすい。
（2）

Ｄ自然愛護
普段はなかなか考えるのが難しい児童
から発言を得ることができる。
自然愛護は分かってくれる。

（　）内は人数

内容項目 回答内容

Ａ自己の伸長
自分のことを表現するのが難しく，書字
に問題はないが，自分のことについて書
くワークシートが書けない。

Ｂ感謝 抽象的な概念の理解が難しい。
Ｂ礼儀 抽象的な概念の理解が難しい。

Ｂ友情，信頼 経験や価値観から「友達」や「仲良し」
についての考え方が大きく異なる。

Ｃよりよい学校生活，
集団生活の充実 分かっていない様子が見てとれる。

（　）内は人数

表３　道徳科における指導上の工夫

カテゴリー サブカテゴリー キーワード 回答内容

指導内容 指導内容の工夫

内容項目の設定 児童が日常で困っている道徳的価値について取り上げられるように主題とす
る内容項目を工夫している。

重点的指導 障害特性と関わるテーマである「自由」について，2単位時間使って考えた。

授業目標 現段階で，善悪や約束等を自身がどこまでわかっているのか確認するような
内容で構成している。

指導方法

道徳科的な
指導方法の工夫

映像資料 補助教材として映像資料を利用している。（2）
発問・板書 板書や発問を工夫し，本時で取り扱うテーマを明確に示している。
導入 主題とする内容項目に関する身近な内容を導入で取り上げる。

特別支援教育的な
指導方法の工夫

学習活動 考えたことを実践できるような学習活動を取り入れている。

多様な反応手段
質問への反応を，口頭による発表，タブレット端末のチャット機能での入力，
例示の中からの選択等多様化し，自身に合う回答方法を選択できるようにし
ている。

ICT機器の利用 衝動的に回答しないようタブレット端末のチャット機能を使い，自分の中で
整理する時間をつくるようにしている。

問い返し 問い返しによって言葉の意味の確認を行っている。

指導形態 普段は単独学年で授業を行っているが，多様な考えに触れられるように2
学年で同一の内容を扱い，合同の授業を行うこともある。

（　）内は人数
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５．道徳科と自立活動との関連
　表 6は，道徳科と自立活動との関連を示したものであ
る。全ての調査参加者において，自立活動では道徳科で
考えたことを実践できる学習活動を設定しているという
内容が得られ，自立活動の内容のうちの「人間関係の形
成」，「コミュニケーション」に分類される回答であった。

Ⅳ．考　察

　道徳科の内容項目については，抽象性の高いものもあ
れば，比較的低く，具体性と近いものもある。本調査の
結果から，「親切，思いやり」のような児童の経験や実生
活に近い内容項目の方が児童は取り組みやすく，反対に
「感謝」や「礼儀」のような比較的抽象性が高い内容項

目は取り組むために特別な配慮が必要であることが推察
される。
　また，「友情・信頼」では，経験や価値観から「友達」
や「仲良し」についての考えが大きく異なることが挙げ
られた。発達障害のある児童特有の経験の偏りに加え，
在籍する児童は他の小学校から転入した児童が多い。学
校が変わることによって，前籍校の友だちとの別れを経
験しており，児童本人の転校することへの受容と関わる
ため「友情，信頼」を扱う際は心理的な特別な配慮が必
要であるという回答が得られた。障害の特性に関わるこ
とのみならず，いわゆる「特別な学びの場」に通う児童
の心理的ケアも視野に入れて，内容項目を設定するなど
の年間指導計画を作成することの重要性が推察される。
　次に，道徳科での指導上の工夫としては，「指導内容」

表４　道徳科における指導上の成果

表５　道徳科における指導上の課題

カテゴリー サブカテゴリー 回答内容

特別な配慮による成果

道徳的価値の理解の促進 映像資料は児童の関心が高く，感想や感じたことを言うことができる。

授業参加の促進
タブレット端末を使うことで，他者を攻撃するような反応が減り，自分自身の
考えを発表するようになった。
安心して自分の考えを表現できるようになった。

道徳性に係る個人の成長

日常生活でのフィードバック
トラブルがあったときに道徳科の時間でやったことだと振り返りを行うことが
できている。
「頑張ること」など日常生活での気持ちについて考えるきっかけとなっている。

考えの拡張 他の児童には自分とは異なる他の考えがあることに気づくきっかけとなってい
る。（2）

道徳的価値の深化・変容 1つの道徳的価値について，他の児童の発言から，他にも考え方があることに
気づき，自身の考えを変容させることができた。

（　）内は人数

課題の対象 カテゴリー 回答内容

児童

授業内容

自分を客観的に見つめるのが難しい。（2）
道徳科では自身の苦手なことを扱っている認識があり，他の教科に比べ
て，参加意欲が低い。
経験や常識，価値観が教科書の前提とするものと大きく異なる。（2）

教材
想像力が乏しく，スポーツ選手や偉人など児童にとって身近でない教材
を理解するのが難しい。
分からない言葉が多く，教材の理解に時間がかかる。

学習活動

自分の考えが全てで，他者の考えを受容したり，他者の考えを聞き，考
えを変容・深化したりするのが難しい。（2）
転校前の経験が異なったり，価値観が大きく異なったりすることから話
し合いや役割演技が難しい。（2）

態度 頭ではわかっているが，衝動を抑制できずに行動には表れにくい。（2）

教員
教材

失敗談や生きづらさを扱った教材，障害を踏まえた教材が欲しい。
日により児童の興味が異なり，いつどの教材に児童が関心をもつかが分
からず，教材の設定が難しい。

学習活動
授業の定番の流れが作れない。
学級の人数が少なく，話し合いが広がらない。

（　）内は人数
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と「指導方法」の観点から回答が得られた。指導内容に
ついては，内容項目の設定やある道徳的価値についての
重点的指導，授業の目標についての回答が得られた。道
徳科は年間指導計画が作成され，原則その通りに授業
を行うこととなっているが，児童の実態に合わせ，弾力
的な対応をとることも重要とされている。年間指導計画
を作成する上では一つの主題を1単位時間で扱うことが
一般的であるが，小学校学習指導要領（平成29年告示）
解説「特別の教科　道徳編」では，内容によって，複数
の時間の関連を図った指導の工夫を推奨している。児童
が取り組むのに特別な配慮が必要な内容項目や障害特性
と関わる内容項目については，複数の時間を関連させる
など丁寧な指導を行っている実態が推察される。また，
ASDのある児童（以下，ASD児）をはじめ発達障害のあ
る児童は，道徳科の目標である，自己を見つめることに
困難のある児童も多い。主題とする道徳的価値について
自分の理解の程度を確認するという目標は，児童の教育
的ニーズに応じた自閉症・情緒障害特別支援学級の特徴
ある指導内容の1つと考えられよう。
　指導方法の工夫については，小学校学習指導要領解
説等で紹介されている道徳科での一般的な指導上の工夫
の他に，特別支援教育の観点から捉えられる指導方法の
工夫が行われていた。そのなかで成果が得られている支
援として，補助教材としての映像資料の活用やタブレッ
ト端末の利用が挙げられた。小学校学習指導要領（平成
29年告示）「特別の教科　道徳編」において映像資料が
道徳科の指導で効果的であることが指摘されており，本
研究の結果からは自閉症・情緒障害特別支援学級におい
ても映像資料の有効性が示唆される。発達障害のある児
童に対する指導上の工夫として，道徳科の教科化に伴い
導入された教科書とともに映像資料を効果的に使ってい
くことが求められる。また，タブレット端末等ICT機器
の利活用については2つの効果が期待された。1つ目は，
書字を苦手とする児童に対する支援であり，もう1つは
衝動性のある児童への支援である。前者のような児童に
対する反応の多様化という支援は，道徳教育に係る評価
等の在り方に関する専門家会議においても紹介されてお

り，通常の学級での道徳科の支援としても広く行われて
いる（青木ら，2021）。2つ目は，自閉症・情緒障害特別
支援学級において多動性や衝動性が強く表れている児童
の増加（伊藤・石川，2018）との関連が見られる。他者
の意見に衝動的に反発せず，自分の考えの中に落とし込
むうえでICT機器が有効であるという本調査の結果は，
道徳科でのICT機器を使った支援の可能性を示唆するも
のである。
　一方で，指導上の課題としては，児童の自分自身を客
観的に見るのが難しいことや自分と異なる考えを受け入
れるのが難しいなど，自閉症・情緒障害の特性に関わる
ことが挙げられた。役割演技は，道徳教育に係る評価等
の在り方に関する専門家会議で紹介されており，通常の
学級の道徳科の支援として広く行われているが（青木ら，
2021），本調査の結果では，役割演技を行うことが難し
いという回答が得られた。このことから，ASD児等他者
の気持ちを考えることに困難がある児童にとって役割演
技は必ずしも有効ではなく，児童の実態を的確に見取り，
学習活動を設定する必要性が推察される。また，教員が
指導を行う上での課題として，学級の人数が少なく話し
合い活動での意見が広がらないことが挙げられた。また，
特別支援学級は通常の学級との交流及び共同学習を行う
必要が指摘されるが，その際には，細谷（2011）が指摘
するように，児童の通常の学級での経験を考慮したり，
交流先の学級の児童の事前・事後指導を行ったりするな
ど安心して授業に参加できる環境を整備することが必要
であろう。
　また，自立活動については，内容の6領域のうち「人
間関係の形成」と「コミュニケーション」と主に関連す
るという回答が得られた。道徳教育は，学校の教育活動
全体を通じて行うものであり，各教科等のそれぞれの特
質に応じて，児童の発達の段階を考慮して，適切な指導
を行うこととされており，自立活動での指導とも関連す
る必要がある。本調査の結果からは，道徳科は考え方や
概念などを思考する場として位置づけ，自立活動での指
導を人や集団と関わる際の実践の場として位置づけてい
る実態が推察される。本調査では，自立活動における道

表６　自立活動との関連

カテゴリー 自立活動の内容 回答内容

道徳科で考えたことを
実践できる学習活動

人間関係の形成

自立活動でコミュニケーションやルールを守る学習をする際に，道徳科
で考えたことを振り返る時間を設けている。
道徳科でルールを守る大切さ等を考え，自立活動では実際にルールや一
定の制約の中で活動を行い，実践できる場面を設定している。

コミュニケーション
道徳科では教科書や動画資料を使い，仮想の場面を設定して考え方や
心情について学習し，自立活動では実際の場面でのコミュニケーション
の取り方を考えたい。
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徳科での指導内容との関連についての回答が多く得られ
たが，連続性のある「学びの場」の考え方に基づけば，
自立活動での指導で考えたことや感じたことを道徳科で
道徳的価値について考える際に活かすなど，道徳科と自
立活動が相互に作用しあう指導を心掛けることが必要で
あろう（奥住，2021）。
　最後に本研究の限界と今後の課題をまとめる。本研究
は1つの小学校に設置された自閉症・情緒障害特別支援
学級を対象としたため，地域差による回答の偏りはあり
うる。そのため，対象の拡大を図ることは早急に解決す
べき課題である。また，通常の学級に準じる教育課程で
あり，学年相応の教科書を扱うこととなっているが，児
童の実態が異なるため，通常の学級での学びとの相違が
考えられる。本研究では，自閉症・情緒障害特別支援学
級の指導上の工夫に関する現状と展望を明らかとするこ
とを目的としたため，通常の学級との比較は行っていな
い。そのため，今後は教育課程を同じとする通常の学級
との比較を行い，自閉症・情緒障害特別支援学級の児童
の学びについても明らかにする必要があろう。
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